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市政報告会の目的とプログラム



市政報告会の目的

市民の皆さんに市政に関して
理解を深めていただくこと

そのため以下に関してわかりやすくご説明する事
市議会について・市議会議員の仕事・市役所の事業
市民の声を市へ伝える手段

市民の皆さんから様々な
ご意見をうかがう事



市政報告会のプログラム

1. 市民の皆さんと市政の関係
2. 市議会議員の仕事
3. 市議会の組織・体制・年間計画
4. 2月定例会ご報告
5. 皆様からのご意見やご要望

ご質問は各プログラムのくぎりでうかがいます
ご意見は最後のパートでおうかがいします



市民の皆さんと市政
市議会の仕組みと仕事



市民の皆さんと市政との関係

二元代表制:市⾧と市議会議員のどちらも市民が直接選挙で選ぶ制度のこと



市民の皆さんと市政との関係
議会と市⾧の関係は「二元代表制」
「二元代表制」とは、市議会議員と市⾧の両方を市民が直接選挙で選ぶ制度の
ことをいいます。
皆さんのもとに市民サービスが届くまで
1.市⾧が市議会でサービスを行うための予算や条例などを提案し、
2.市議会の審議・議決を受ける必要があります
3.その上で初めて市民サービスを行えるようになります

ともに市民の代表である市議会議員と市⾧が、お互いに対等の立場に立ち、
議論を重ねながら、市の発展のために取り組んでいます。なお、このように市
民サービスを提案・実施する市⾧・市役所のことを「執行機関」、市⾧からの
提案を審議・議決する議会のことを「議決機関・議事機関」といいます。



市議会の役割:議会の活動原則
市議会の役割（柔らかく言うと）
あくまで市民の代表者として、市が行う事業や税金の使い方が市民の為になっ
ているかチェックしたり、市民の皆さんの声を聴いて、よりよい政策を提案す
る仕事。
議会の活動原則（焼津市議会基本条例 第2条参照）
1. 市⾧その他の執行機関に対し、適切な行政運営が行われているかを監視し、
評価すること。

2. 市民に開かれた議会運営に努め、市民の多様な意見を的確に把握し、
市政に反映させること。

3. 市民にとって、分かりやすい言葉を用いた説明に努めること。
4. 政策提言を積極的に行い、よりよい市政の発展に努めること。
5. 不断の議会改革に取り組むこと。



市議会議員の仕事:議会の活動原則
市議会議員の仕事（柔らかく言うと）
あくまで市民の代表者として、市が行う事業や税金の使い方が市民の為になっ
ているかチェックしたり、市民の皆さんの声を聴いて、よりよい政策を提案す
る仕事。
議員の活動原則（焼津市議会基本条例 第3条参照）
1. 議会が言論の場であること及び合議制機関であることを認識し、議員間の
自由な討議を重んじること。

2. 市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握するとともに、自己の
能力を高める不断の研さんによって、市民の代表としてふさわしい活動を
すること。

3. 議会の構成員として、一部の団体及び地域の代表にとどまらず、市民全体
の福祉の向上を目指して活動すること。



市議会の組織 ※議会だよりNo171参照

議⾧・副議⾧
議⾧・副議⾧は任期の初め（第19期は2月定例会初日）選挙で選出されます

常任委員会
市議会では審議事項が多く、内容も多岐にわたります。そこで、これらを
いくつかの部門に分けて専門的・能率的に審査するために委員会を設けています。
常任委員会は3つ。21人の議員は必ずいずれかの委員会に所属します。
総務文教常任委員会 7人
市民福祉常任委員会 7人
建設経済常任委員会 7人（藤岡はここに所属しています）

その他の委員会（会派所属議員のみで構成）
議会運営委員会（7人）議会改革検討特別委員会（6人）
やいづ市議会広報特別委員会（6人）



市議会の会派構成
会派とは
焼津市議会基本条例第4条に「会派は、政策を中心とした同一の理念を共有する議員で
構成し、政策の立案、決定、提言等に関し、合意形成に努めるものとする。」とあり
ます。焼津市は会派性をとっています。（会派性のない市町村もあります）



市議会の年間計画
令和5年度 年間計画
定例会議は年間4回開催されます。
定例会議開催期間中には本会議・各委員会会議が開かれます。

6月定例議会 : 6月 1日 ～ 6月28日（本会議4日・委員会1日）
9月定例議会 : 9月 1日 ～ 10月 4日（本会議5日・委員会2日）
11月定例議会:11月 16日 ～ 12月15日（本会議4日・委員会1日）
2月定例議会 : 2月 15日 ～ 3月19日（本会議5日・委員会2日）



市議会議員の1か月:藤岡の5月
必ず出席しなければならないのは、年4回の定例会本会議と委員会です。他には月に1回定例全
員協議会が開催されます。他の日はイベントへの参加や市民の皆さんからのご意見やお困りご
とを聴きそれを整理し、担当課に確認し、市民の皆さんに結果のご報告をしています。
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2月定例会



市議会の情報発信
 議会だより
年4回の定例会後には「議会だより」が発行されます。（約1か月半後）
「議会だより」は自治会を通じた全戸配布です。

 映像配信
本議会は全て映像でリアルタイム配信され、数日後に
は記録された映像がインターネット上で確認できます。
さらに後日画面下に字幕も追加されます。

 会議録検索
本会議での発言は全て記録され、後日会議録として
公開されます。



2月定例会 ※議会だよりNo171参照

本会議第一日 2月24日
議⾧・副議⾧の選挙・各委員会の委員選任・特別委員会設置
令和4年度補正予算6件を市⾧提出→委員会審査→可決
令和5年度当初予算12件、条例23件、一般案件1件を市⾧提出

本会議第二・三・四日 3月9日・10日・13日
代表質問3議員（凌雲の会・公明党議員団・日本共産党市議会議員団）
一般質問9議員（村松・河合・秋山・石原・吉田・岡田・藤岡・杉田・鈴木）

各委員会による議案審査 3月14日・15日・22日
令和5年度当初予算案、条例案のうち、各委員会が所管する内容を市役所の各部
に対し質問したうえで委員会内で採決します。

本会議第五日 3月24日
 36議案の委員会審査結果を経て全て可決 ※各議案に対する議員別採決も公開



令和5年度焼津市一般会計 ※広報やいづ4月号参照

焼津市の令和5年度一般会計（歳入歳出） 約578億円
特別会計・企業会計をあわせた総額は 約1,139億円

一般会計・特別会計・企業会計
会計は3つに分かれます。一般会計とは別に特別会計・企業会計があります。
 特別会計:特定の事業を行うために一般会計とは区別して設ける会計

し尿処理事業・土地取得事業・国民健康保険事業・温泉事業・駐車場事業
介護保険事業・後期高齢者医療事業・港湾事業

 企業会計:特定の事業をその事業収入で経営する会計
水道事業・病院事業・公共下水道事業

私たち市議会議員は「この事業予算は適正なのか」「前年と比較して増減の理由は」
「新規予算の事業内容詳細は」などの観点で予算が適正なのか審議します。



令和5年度一般会計の歳入と歳出



令和5年度 主要事業 ※広報やいづ4月号参照

#

焼津市の各事業は「第6次焼津市総合計画第2期基本計画」に基づいて策定され
ています。私たち市議会議員は、各事業が「目的とした成果に繋がっているの
か」「計画通り進んでいるのか」「組織間で重複する事業を行い無駄はない
か」などの視点で審査します。
焼津市の将来都市像
「やさしさ 愛しさ いいもの いっぱい 世界へ拡げる 水産文化都市 YAIZU」
令和5年度重点取組
1. 新型コロナウイルス感染症への対応と新たな日常の推進
2. デジタルの力を活用した社会課題解決への取り組み
3. 人口減少・少子高齢化対策
4. 脱炭素社会の実現に向けたスタートアップ
5. 市民に寄り添った新たな取り組み



建設経済常任委員会 藤岡の質問抜粋
事　　業　　名 担当課 質問 予算（千円） 答弁

自主運行バス運営事業費 道路課

令和４年度とほぼ同等の予算が組まれているが
令和４年度の利用実績見込みはどうか
令和４年度の収支予測はどうか
令和４年度の利用促進実施における効果はどうか

149,433

利用者R3年とR4（4月ｰ9月）比較して上昇（50,142名→52,226名）4％増
しずてつジャストラインに委託
収入R3とR4（4月9月）比較上昇（\8,159,000→\8,753,000）7％増
収支R3収入-支出（委託）焼津:1,350万-1億100万／大井川310万-3,900万
バスを知る活動
①バスツアー:R4年度10回企画→8回
②小学生の子供の移動に活用

さかなセンター活性化対策事業費 水産振興課
令和４年度とほぼ同等の予算が組まれているが詳細令和４
年度の来場者数の増加を図るために実施する誘客促進事
業の集客結果と令和５年度の計画を

11,200
主に空き店舗活用の改修や出店に対する補助
ＰＲは「さかなセンター祭り」などイベント支援
Ｒ５は4年度より多く行う

やいづワーク（新しい働き方）導入事業費 商工課

転職なき移住は大賛成。
漁具倉庫ワーケーション拠点施設・駅前テレワーク施設・ＥＶ
モビリティが焼津市への移住、焼津市での起業などにどのように
結びつくと想定して推進されているのか

54,987

YAIZUポーターズ3/5プレオープン・4/29オープン
「新しい働き方」関係人口増。外部企業の焼津への呼び込み。
経済部⾧説明の例:テレワークをきっかけに夫婦で移住。
焼津へ進出の首都圏企業を通じて焼津への移転をPRも。

空き家利活用対策事業費
住宅・公共建築

課

空き家問題は深刻化することはあっても、解消には向かってい
ないと思われる。
令和４年度比△55.4%となっているが、令和4年度の対策
結果と減額の理由は

7,799
中古住宅の取得奨励金。減額が大きい。
当初予算からは55.4％減だが子育て世代の補助などで補填。

子育て世帯移住定住応援事業費
住宅・公共建築

課

子育て世帯に対する移住住宅応援事業費はかなり有効だと
思われる。
令和４年度比△43.4%となっているが、令和4年度対策結
果と減額の理由は

4,400
R4年中古住宅2軒。
R5計画:保留地購入・中古住宅両方

大井川港活性化推進事業費
大井川港管理事

務所

大井川港の利用促進を図るため、物流拡大に向けたポート
セールスなど、大井川港の活性化推進に要する経費とのことだ
が、ポートセールスの詳細を

1,284
大井川港は既存9社（石油関係多い）今後減少予測。ポートセールスR4は既存9社＋
新規6社。成果はないが検討企業も。R5は既存客9社の訪問＋新規9社に対して営業。



2月定例一般質問
「市議会議員選挙投票率低下対策について」

市議会議員選挙の投票率は45.44％と過去最低で、市民の関心の低さが明確となりま
した。選挙公報は候補者全員に平等に与えられた面積の中で、各候補の主張を表現で
きる唯一のものです。その意味で有権者全員が手元で確認をし比較することで、公平
な候補者選択がなされるべきものだと考えます。
質問:選挙公報は新聞折り込みでした。新聞未購読の有権者世帯には、選挙公報が

どのように届けられたでしょうか。
答弁:広報やいづの郵送世帯に対し送付しています。補完措置として、市役所、

公民館などの施設に配架しています。
再質問:焼津市は全戸配布を前提にお考えですか。
再答弁:焼津市は全戸配布を前提にはしておりません。
再質問:全戸配布が前提として考えるべきですが、今後その検討をされる可能性は。
再答弁:他市の状況を参考にし、選挙管理委員会の中で研究をしていきたい。
選挙管理委員会は「公平公正」の言葉を多用されましたが、選挙公報は結果として
一部世帯にしか届けられません。候補者の主張を比較検討できず、選挙への関心はま
すます薄れ、投票率改善は見込めません。全戸配布実現まで今後も追求していきます。



2月定例一般質問
「デジタル化による市民サービスの向上について」

焼津市公共施設予約システムの利便性について
昨年12月スタートの公共施設予約システムは体育施設・小中学校の体育館やグラウン
ドを予約・申込する目的だが、市民にとって利便性が向上していないとの指摘がある。
質問:システムに関する意見や要望は寄せられているか。
答弁:インターネットにより時間にとらわれずどこでも行え、大変便利になった。

使用料の支払い方法などご意見が寄せられている。
質問:従来と比較して担当職員の業務時間や負担が増えたと想定されるが実態は。
答弁:本格的に稼働したのが12月でまだ検証をしていない。時期を見て検証を

しながら、業務の効率化を図っていく。

実際に利用している市民から不満の声があり質問したが、答弁としては特に問題ない
との見解。焼津市はデジタル推進で「行かない市役所」「書かない市役所」を目指し、
今後も各種書類申請や届け出など、多くのサービスが提供されていくと思われるので、
あくまでも市民としての利用者の目線で、本当に使いやすいシステム導入になってい
るのか追求していきます。



2月定例一般質問
「デジタル化による市民サービスの向上について」

市役所内のデジタル化を検討する職員に対する教育やルールについて
今後様々な行政サービスにおいてデジタル化が進められるが、その仕様検討は各課の
職員である。職員のレベルにより大きく左右される危険性がある。
質問:デジタル化を検討する職員に対する教育やルールの策定に関する市の考えは。
答弁:焼津市DX推進計画において常に利用者目線や業務効率化の意識を持ち、

手続き全体を見直す事が重要であると認識している。
再質問:職員に対する今後の教育は。
再答弁:デジタルに関する職員の研修は非常に大切なことだと思っている。

現状ではそれほど多い研修会は開催されていない。また検討する。

焼津市は他の自治体と比較してもデジタル化の進んだ自治体です。それは素晴らしい
のですが、デジタル化やDXは難しく、市役所職員も苦労しています。そのため外部の
業者に任せてしまう可能性も高く、本当に市民のためのシステムになるのか、税金を
投入し本来の成果を得られるのか、をチェックする必要があります。IT系民間企業の
経験を活かし、あくまでも市民目線で今後も追及していきます。



市民の声を市政に届けるには
情報のご提供



市民の声を直接市政に届けるには
焼津市のホームページには「市政に参加」のコーナーがあり、市民の声を市政に届ける様々
な方法が紹介されています。
 市民意見箱:意見や提言を所定のフォームで市役所に直接送れます。
市役所本庁舎1階、大井川庁舎1階、各公民館に設置の「市民意見箱」に投かんもしくは郵送。
インターネット上に直接書き込みも可能です
 パブリックコメント:焼津市市民意見公募制度として、焼津市が企画する事業や計画に関
して市民の意見を募集しています。

「広報やいづ」や「焼津市LINE公式アカウント」で募集がかかります。
今後2件の募集が予定（地域交流センター・公共下水道計画）

 まちづくり市民集会:焼津市自治基本条例に基づき、市民や市議会議員、市⾧、市職員な
どが焼津市への想いを語りあう市民集会を年1回開催しています。令和5年1月14日には焼
津文化会館で3年ぶりに対面で開催されました。市民・市⾧・市議会議員・市職員など10
代から80代の105名が参加されました。
市に対する質問や意見を、藤岡にご相談をいただくことは、いつでも歓迎しています!



ぜひ知っておいていただきたい情報①
「広報やいづ」郵送について
「広報やいづ」は新聞折込です。
新聞をとっていない方には焼津市が無料で郵送してくれます。
焼津市 シティセールス課まで ０５４－６２６－２１４５

「広報やいづ」に掲載されている大切な情報 5月号より
1. デジタルクーポン総額1億円
2. 下水道使用料7月改定のお知らせ
3. 合併浄化槽設置補助金
4. プロジェクト「TOUKAI-0」補助事業
5. 焼津まちかどリポーター募集
6. 生活情報（相談室や休日当番医など）
7. 健康相談や健診などの情報



ぜひ知っておいていただきたい情報②
 「道路情報提供システム」について
舗装の穴ぼこなど、道路施設の修繕が必要な箇所について、スマートフォン等から
簡単に焼津市へ情報提供 できるシステムです。ぜひ活用してください。

焼津市LINE 防災・コロナ



市議会傍聴のお誘い
本会議・委員会は原則公開しています
市議会では市民生活に密着した話題や市の重要な施策について審議していますので、
ぜひ傍聴にお越しください。
スケジュールをご確認の上、市役所７F議会事務局で受付をしてください。
お子様連れでも傍聴できる部屋が用意されています。



皆様からのご意見やご要望



皆様からのご意見やご要望

皆様からのご意見やご要望がありましたらお知らせく
ださい。

時間が限られるため、この報告会内での意見交換がで
きなかった場合は、後日藤岡がご指定の場所に出向き
ます。ゆっくり意見交換をさせてください。

※次回以降の参考としますので、アンケートのご記入
をお願いいたします。



ご参加いただきありがとうございました。

次回は2024年1月ごろを予定しております。
次回もどうぞご参加ください。

第19期焼津市議会議員 藤岡雅哉


